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1.はじめに 

我々は，非侵襲な血糖センシングの実現をめざ

して，光ヘテロダイン検波法にもとづきグルコ

ース濃度の変化に伴う透過光の位相変化測定

を行ってきた．これまで，光学調整等の理由か

ら光源に HeNe レーザー(633 nm)を用いてき

たが，今回は生体における吸収や散乱の影響が

小さい波長 785 nmの半導体レーザーを用いて

実験を行った．また，人工透析における体外で

の血糖の連続的モニタリングを想定した基礎

実験も行ったので報告する． 

2.実験と結果 

光源以外は前回と同じ光ヘテロダイン実験系

(図 1)で実験を行った[1]．試料には，イントラ

リピッド 10 %水溶液の 7 %水溶液を用いて生

体に模した散乱媒質とした．ここにグルコース

水溶液を滴下し，グルコースの濃度変化に対す

る透過光の位相シフトを測定した．その結果を

図 2 に示す．強散乱条件においても，推定値

(6.5°/(mg/dL))に近い位相シフトが観測された． 

次に，人工透析における体外での血糖の連続

モニタリングを想定して，図 3に示す試料容器

を用いた基礎実験を行った．イントラリピッド

10 %水溶液の 1 %水溶液に濃度 100 mg/dLとな

るようにグルコースを入れ，ポンプを用いて一

定の流量で循環するように設定した．この水溶

液に約 5分間隔で 3回グルコースを入れ，各回

でグルコース濃度が 20 mg/dLずつ増加するよ

うに添加量を設定した．このとき観測した透過

光の位相変化を図 4に示す．各グルコース投入

時に，いずれも約 100 °の明確な位相シフトが

生じていることから，血糖の連続的なモニタリ

ング実現への可能性が示された．本方式は透過

光の位相変化測定にもとづくため，血液中の赤

血球の配向変化等による透過光強度の変動に

対して耐性を有すると考えている． 

[1] 第 78回応物秋季，6p-A402-3 (2017). 

 

図 1 光ヘテロダイン実験系 

図 2 グルコース濃度変化による透過光の位相変化 

 

図 3循環する散乱媒質水溶液の 

グルコース濃度測定のための容器

 

図 4 循環する散乱媒質水溶液の 

グルコース濃度と透過光の位相変化 
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